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年末年始のお知らせ 

12 月 29 日(月)～令和 8 年 1 月 3 日(土) は年末年始のため、休館させていただきます。 

それに伴い、12月 15日(月)～12月 28日(日)の期間は、貸出冊数と貸出期間を変更いたします。 

貸出冊数 1 人 20 冊まで 貸出期間 4 週間以内 

令和 8年は 1 月 4 日(日) 9:30 より開館いたします。 

冬ごもり
冬は家の中で楽しく過ごそう！家の中で快適に過ごせる本を集めてみました。 

『かぎ針あみの冬ごもり』 

Ronique／著  

594.3 ロニ 

 

 

『今すぐ、冷えとり！』 

 493.1 オレ 

『大人の「勉強」バイブル』 

379.7 ニツ 

 

『映画と旅する３６５日』 

778.2 パイ 

 

 

『「からだ温め」万能だれで 

免疫力アップごはん』 

藤井 恵／著 596 フジ 

 

 

電子書籍『眠れぬ夜のご褒美』 

標野 凪 他/著 

 
※電子書籍は高砂市在住・在勤・在学の方が 

利用できます。 

 

 



 

高砂異界図書館 
― 世にも奇妙な仮面展 

日 時：①作品展示 12 月 2 日(火)～令和８年１月４日（日）  

各日９：３０～２０：００ 

※12/29～令和８年 1/3 は休館日です。 

    ②仮面体験イベント １２月６日（土）７日（日）１３日（土） 

      １２月２０日（土）２１日（日）２７日（土） 

       各日１４：００～１６：００※申込不要   

内 容：造形作家「大衆 SHOCK 堂」の立体作品や写真パネルを展示 

    土日限定で立体マスクの試着と撮影イベント開催！ 

対 象：どなたでも（マスク着用は３才以上のこどもから、  

こどもは保護者同伴）    

 

親子科学実験教室 
「静電気はすごい！」 

日 時：令和８年 1 月 9 日(金) 1５:30～1６:30 

内 容：実験を楽しみながら、静電気の秘密を 

探ってみよう！ 

講 師：関口 芳弘先生 

（環境省減容化施設電気主任技術者） 

対 象：年長から中学生までのこどもと保護者 

    ※小学 3 年生以下は保護者同伴 

定 員：１0 組 

申 込：12 月 1２日(金)10:00～（先着順） 

カウンターまたは電話にて受付 

 

 

 

 

 

『宮沢賢治東北砕石工場技師論』 佐藤 通雅／著 （T7 910 ミヤ） 

 

 

石の本  

 

 

 

 

 

お誕生日会 
日 時： 12 月 21 日(日) 10:０0～ 

内 容：誕生日にちなんだ絵本の読み聞かせ 

対 象：１２・１月に誕生日をむかえる 

こどもと保護者 

定 員：10 組 

申 込：12 月３日(水)10:00～ 

カウンターまたは電話にて受付 

 

12 月の休館日は 1 日(月)、29 日(月)、30 日(火)、31 日(水)です。 

※「らいぶらり高砂」は『高砂市立図書館ホームページ』に掲載しています。 

 

児童向け定例行事 

「えほんのじかん」 
日時：12 月６日(土) 14:00～ 

内容：絵本の読み聞かせ 

対象：幼児 
※参加はこどものみ 

 

「おはなし会」 
日時：12 月 1３日(土)・2０日(土) 

14:00～ 

内容：絵本の読み聞かせと 

ストーリーテリング 

対象：５歳から小学低学年 

※参加はこどものみ 

「えほんとおはなしの会」 
日時：12 月 1７日(水) 10:00～ 

内容：わらべ歌あそび、絵本、 

紙芝居、おりがみなど 
※親子で参加できます 

 
 

「親と子で楽しむわらべ唄」 
日時：12 月 2５日(木)10:30～ 

内容：わらべ唄、絵本 
※親子で参加できます 

 
 

「えほんのもり」 

日時：12 月２日(火)、９日(火)、 

1６日(火)、2３日(火) 

10:00～、10:30～ 

 内容：図書館員による紙芝居と 

絵本の読み聞かせ 

対象：幼児 ※親子で参加できます  
 

 

 

 

 

 

 

毎月、石や竜山石について記載された本の中から、 

おすすめの一冊をご紹介するコーナーです。 

 

 宮沢賢治って、実はセールスマンをしていたって知っていますか？ 

宮沢賢治は晩年、鈴木東蔵と共に「東北砕石工場仙台出張場」を立ち上げ、東北砕石工場技師として各地

を営業で回っていました。本書では、その時代の様子や賢治がいつも持ち歩いていた手帳の記述などが紹介

されています。 


